
第２回の団体交渉を11月27日に行いました。今回は

第１回団交（10月29日）で申し入れた項目毎の具体的

な回答を求めました。組合が長年要求を続けてきた非

常勤職員のクーリング期間が短縮されるという大きな

成果もありました。交渉内容をご報告いたします。

■ 賃上げについて
賃上げについて、人事院勧告に依拠した賃上げを行

うことが法人から表明されました。組合としては、人

事院勧告だけでなく、さらなる賃上げを要求していま

した。その理由は、改組による業務量の増大や職員の

結束力を高める必要があること等でした。そして、以

前に実施したことがあるボーナスによる支給や特例休

暇の実施などをねばり強く求めましたが、実現には至

りませんでした。ただし、法人は今後も継続して組合

と協議・検討することについては約束をしました。ま

た、大分大学におけるラスパイレス指数が他の大学と

比べても低いこと等についても話し合うことを約束し

ました。

■ 非常勤職員の待遇改善

―悲願のクーリング期間１年を６ヶ月

に短縮を獲得！―
非常勤職員の待遇改善については、大きな前進があ

りました。長年にわたって要求していたクーリング期

間が１年から６ヶ月に短縮が実現しました。今年度、

退職予定の方の取り扱いについて等、つめるべき点は

いくつかありますが、この件に関して法人の姿勢は英

断といえると思います。

■ 入試手当の支給（面接入試）につ

いて ―法人は早急な対応を！―
入試手当（面接）についても継続して検討したいと

法人は回答しました。組合からは、既に終了した推薦

入試面接での勤務の状況などを説明し、ねばり強く訴

えました。法人はその訴えに一定の理解を示しながら

も、国立大学法人をとりまく状況が厳しくなっている

ことを理由に明確な回答を避けました。ただし、教育

福祉科学部等での作問業務の減少に伴ってどれだけ支

出が減るかを示すことを約束しました。組合としては、

この支出減の部分を面接手当の原資にできないかどう

かを引き続き追及したいと考えています。

■ 男女共同参画社会の推進（産前休

暇の延長等）について
男女共同参画についても、理解を示しつつも明確な

回答は得られませんでした。大分大学は男女参画を進

めていることをアピールし、厚生労働省から男女共同

参画が進んでいる事業所に送られる「くるみんマーク」

も獲得しています。そういった事業所に選ばれている

わけですから、私たちが要求している産前休暇の延長

や非常勤職員の親の介護、子の看護休暇の有償化はぜ

ひ実施して欲しいと思います。組合としても今後も働

きかけていくつもりです。
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■ 組合が長らく要求してきた、専門

看護師手当・認定看護師手当が新設さ

れることとなりました。

組合では、2011年の病院長交渉以降、夜間看護手当

の増額や認定看護師手当の新設など、病院で働く職員

の待遇改善を訴えてきました。

夜間看護手当は2012年に6,800円から7,800円に引き

上げられましたが、認定看護師手当および専門看護師

手当は長らく新設されませんでした。これ以降、組合

では、両手当の新設を毎年の病院長交渉の項目として

掲げてきました。

そして本年度、両手当を新設する規定改正が行われ

ます。これらの手当は国立病院機構や熊本大学、長崎

大学等では早くから支給されていましたが、専門看護

師手当は月5,000円、認定看護師手当は月3,000円です。

今度新設される大分大学では専門看護師手当月6,000

円、認定看護師手当月3,600円と、わずかですが先行

する他大学等を上回った金額になっています。

規定は、職員代表委員会からの意見聴取を経て役員

会で了承後、早ければ新年から、遅くとも本年度中に

は施行される予定です。

今回の改正は、法人および病院側の英断といえると

思います。

組合は、今後と

も私たちの待遇改

善に向けて努力し

ていきます。皆さ

まのご協力よろし

くお願いします。

11月７日に安心院，宇佐方面

のバスハイクを実施しました。

まず午前中は，安心院葡萄酒工

房に行き，ワインの製造工程を

見学や秋の新酒ワインをはじめ

とした各種ワインの試飲を行いました。安心院葡萄酒

工房では赤，白ワインからスパークリングワインまで

販売している全て自由に試飲できたので，いろいろと

味見してから気にいったワインを購入することができ

ました。次の目的地の豊後髙田の昭和の町では，旬菜

れすとらん「南蔵」で国東半島の旬の食材をふんだん

に使った昼食を堪能した後，「昭和の店」が立ち並ぶ

商店街の散策をしました。最後に，宇佐市の宇佐神宮

に参拝し，無事に大学へと戻りました。

久しぶりに大分県内を目的地としたバスハイクでした

が，心配された天気も雨が降ることもなく，楽しい１

日を過ごすことができました。
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